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7 2013（平成25年）

国　税／�6月分源泉所得税の納付� 7月10日
国　税／�納期の特例を受けた源泉所得税（1月〜6月

分）の納付� 7月10日
国　税／�所得税予定納税額の減額承認申請�7月16日
国　税／�所得税予定納税額第1期分の納付� 7月31日
国　税／�5月決算法人の確定申告（法人税・消費税

等）、11月決算法人の中間申告� 7月31日
国　税／�8月、11月、2月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合）� 7月31日
地方税／�固定資産税（都市計画税）第2期分の納付

� 市町村の条例で定める日
労　務／�社会保険の報酬月額算定基礎届� 7月10日
労　務／�労働保険料（概算・確定）申告書の提出・（全

期・１期分）の納付� 7月10日
労　務／�障害者・高齢者雇用状況報告� 7月16日
労　務／�労働者死傷病報告（4月〜6月分）� 7月31日

　その年12月31日現在の財産、債務の種類・金
額等を記載した明細書。確定申告書の提出義務
者で各種所得の金額の合計額が２千万円を超え
る場合に提出します。明細書に記載すべき財産
のうち、従来は額面金額とされていた公社債、
株式等の価額が、12月31日の時価（時価算定が
困難なときは取得価額）に見直されています。

ワンポイント 財産債務明細書

7 月 の 税 務 と 労 務7月 （文月）JULY
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７月号─2

　

自
民
党
安
倍
総
裁
が
構
想
す
る
経

済
政
策
〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
〟
で
は
、

デ
フ
レ
と
円
高
か
ら
の
脱
却
、
名
目

三
％
以
上
の
経
済
成
長
の
達
成
な
ど

を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
強
気
な
経
済
政
策
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

景
気
回
復
が
期
待
さ
れ
る
な
か
、

衆
議
院
と
参
議
院
の
政
治
的
ね
じ
れ

現
象
に
よ
る
政
治
の
停
滞
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
夏
、
今
後
の
日
本

の
政
治
を
占
う
重
要
な
参
議
院
議
員

選
挙
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

も
そ
も
参
議
院
議
員
選
挙
の
選
挙
制

度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
。
参
議
院
議
員
選
挙
の
仕
組
み

を
理
解
し
て
、
日
本
の
未
来
へ
向
か

っ
て
皆
さ
ん
の
貴
重
な
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。

１　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
以
下
、

参
院
選
又
は
通
常
選
挙
。）
は
、
国

会
議
員
の
う
ち
参
議
院
議
員
を
選
ぶ

た
め
の
選
挙
で
、
必
ず
三
年
に
一
回

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲
法
第
四

六
条
で
「
参
議
院
議
員
の
任
期
は
六

年
と
し
、
三
年
ご
と
に
議
員
の
半
数

を
改
選
す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
参
議
院

議
員
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
お
り
、
任
期
が
三
年
ず
れ
て
い
ま

す
。

　

参
議
院
議
員
の
定
数
は
二
四
二
名

で
あ
り
、「
通
常
選
挙
」
で
は
そ
の

半
数
の
一
二
一
名
を
選
び
ま
す
。
参

院
選
も
全
国
規
模
の
国
政
選
挙
で
す

が
、
総
議
員
を
一
斉
に
選
出
す
る
わ

け
で
は
な
く
半
数
の
み
を
改
選
す
る

た
め
、「
総
選
挙
」
と
は
呼
ば
ず
、「
通

常
選
挙
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
参
議
院
に
は
衆
議
院
の
よ
う
な

解
散
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
半
数
改

選
も
規
則
正
し
く
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

通
常
、
参
院
選
は
任
期
満
了
の
日

の
前
三
〇
日
以
内
に
行
わ
れ
ま
す
が
、

「
通
常
選
挙
」
を
行
う
べ
き
期
間
が

参
議
院
開
会
中
又
は
参
議
院
閉
会
の

日
か
ら
二
三
日
以
内
に
か
か
る
場
合
、

参
議
院
閉
会
の
日
か
ら
二
四
日
以
後

三
〇
日
以
内
に
行
わ
れ
る
た
め
、
任

期
満
了
後
に
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

参
議
院
の
定
数
は
、
昭
和
二
十
一

年
、
当
初
の
日
本
政
府
案
で
は
衆
議

院
議
員
の
定
数
の
約
三
分
の
二
の
三

〇
〇
人
前
後
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
日
本
を
占
領
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ

か
ら
定
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
ど

の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
地
方
区
一
五

〇
人
、
全
国
区
一
〇
〇
人
の
二
五
〇

人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

四
十
七
年
の
沖
縄
復
帰
に
伴
い
、
沖

縄
県
選
出
議
員
が
二
人
加
わ
っ
て
地

方
区
定
数
が
一
五
二
人
に
な
り
ま
し

た
が
、
平
成
十
二
年
に
は
一
〇
人
削

減
さ
れ
、
現
在
の
二
四
二
人
と
な
り

ま
し
た
。

２　

二
つ
の
選
挙
制
度

　

参
院
選
は
、
二
つ
の
選
挙
制
度
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
議
員
が
選
ば
れ
ま

す
。
有
権
者
は
二
票
与
え
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
選
挙
制
度
に
立
候
補
し
た

候
補
者
に
一
票
を
投
じ
て
い
き
ま
す
。

一
つ
は
選
挙
区
制
で
個
人
に
投
票
す

る
選
挙
で
、
立
候
補
者
は
無
所
属
で

も
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
比
例
代
表
制
で
、
こ
ち

ら
は
政
党
に
所
属
し
て
い
な
い
と
立

候
補
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
有
権
者
は
政
党
名
で
投
票
す

る
か
立
候
補
者
の
名
前
で
投
票
す
る

か
、
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
参
院
選
は
、
衆
議
院
選
挙
と

は
異
な
り
、
二
つ
の
選
挙
制
度
に
重

複
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

⑴
　
選
挙
区
制
（
定
数
一
四
六
人
）

　

選
挙
区
制
は
都
道
府
県
別
に
行
わ

れ
、
有
権
者
は
候
補
者
の
氏
名
一
名

を
自
書
し
て
投
票
し
、
最
多
数
の
得

票
を
得
た
候
補
者
か
ら
順
に
当
選
し

ま
す
。
選
挙
区
制
で
選
ば
れ
る
人
数

（
定
数
）
は
、
人
口
に
よ
っ
て
お
お
ま

か
に
差
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
東
京

都
は
五
名
で
す
が
、
三
一
の
選
挙
区

で
は
一
名
の
み
で
す
。
こ
の
一
名
の

選
挙
区
は
新
聞
報
道
な
ど
で
は
「
一

人
区
」
と
呼
ば
れ
、
有
力
政
党
が
議

席
を
分
け
合
う
こ
と
の
多
い
「
複
数

区
」
と
異
な
り
、
一
人
し
か
当
選
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
当
然
熾
烈
な
争
い

と
な
り
、
こ
の
「
一
人
区
」
の
結
果

が
全
体
の
選
挙
結
果
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
　議
　院
　選
　挙
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⑵
　
比
例
代
表
制
（
定
数
九
六
人
）　

（「
非
拘
束
名
簿
式
」）

①　

概
要

　
　

比
例
代
表
制
は
、
全
都
道
府
県

を
選
挙
区
と
し
て
非
拘
束
名
簿
式

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
政
党
が
提

出
し
た
候
補
者
名
簿
に
順
位
が
つ

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
順
位
に
従

っ
て
当
選
す
る
拘
束
名
簿
式
と
は

異
な
り
、
非
拘
束
名
簿
式
は
、
名

簿
に
順
位
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
有
権
者
は
、
立
候
補
者
ま
た

は
政
党
の
い
ず
れ
に
も
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
、
個
人
名
が
書
か
れ

た
票
（
個
人
票
）
は
そ
の
立
候
補

者
が
所
属
す
る
政
党
の
得
票
と
な

り
ま
す
。
当
選
人
数
は
、
政
党
ご

と
に
立
候
補
者
の
個
人
票
と
政
党

名
が
書
か
れ
た
政
党
票
と
を
す
べ

て
合
算
し
て
政
党
の
議
席
を
決
定

し
、
個
人
票
獲
得
票
数
の
多
い
候

補
者
か
ら
順
に
当
選
し
ま
す
（
ド

ン
ト
式
）。

②　

利
点

　
　
「
拘
束
名
簿
式
」
で
は
、
名
簿
順

位
の
決
定
は
各
政
党
の
任
意
で
あ

る
た
め
、
有
権
者
は
そ
の
名
簿
の

作
成
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

有
権
者
が
支
持
し
た
い
候
補
者
が

比
例
名
簿
に
載
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
候
補
者
に
当
選
し
て
も
ら
う

に
は
所
属
し
て
い
る
政
党
名
を
書

く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
候
補
者
の
名
簿
順
位
が
低
く

当
選
に
及
ば
な
か
っ
た
場
合
、
有

権
者
の
意
図
と
は
異
な
る
候
補
者

が
当
選
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。「
非
拘
束
名
簿
式
」
の

場
合
、
有
権
者
が
支
持
し
た
い
候

補
者
を
自
由
に
記
載
で
き
る
た
め
、

名
簿
順
位
の
決
定
に
有
権
者
が
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③　

欠
点

　
　
「
非
拘
束
名
簿
式
」
で
は
、
個
人

名
で
書
か
れ
た
票
は
そ
の
所
属
政

党
の
得
票
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、

個
人
へ
の
票
が
他
の
候
補
者
へ
の

票
の
横
流
し
に
な
る
と
い
う
点
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　

大
量
得
票
を
獲
得
で
き
る
タ
レ

ン
ト
や
た
く
さ
ん
の
組
織
票
が
あ

る
候
補
者
が
い
る
政
党
で
は
、
そ

の
候
補
者
の
得
票
に
よ
っ
て
他
の

得
票
数
の
少
な
い
候
補
者
を
助
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
個

人
名
の
得
票
だ
け
で
当
選
ラ
イ
ン

を
超
え
て
他
の
候
補
者
へ
の
票
に

換
算
さ
れ
た
当
選
者
は
、
過
去
四

回
の
参
院
選
で
数
人
で
す
が
、
大

量
得
票
し
て
当
選
し
た
上
位
候
補

者
の
個
人
名
得
票
が
そ
の
政
党
の

下
位
候
補
者
の
当
選
に
寄
与
す
る

例
は
あ
り
ま
す
。
議
席
は
あ
く
ま

で
も
政
党
単
位
で
配
分
さ
れ
る
た

め
、
個
人
名
で
か
な
り
の
票
を
獲

得
し
た
候
補
者
で
あ
っ
て
も
、
政

党
全
体
と
し
て
の
得
票
が
少
な
く

議
席
が
配
分
さ
れ
な
い
と
落
選
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
個

人
で
の
得
票
と
い
う
観
点
か
ら
見

れ
ば
、
有
権
者
の
意
思
が
反
映
さ

れ
ず
、
不
公
平
で
あ
る
と
い
う
見

方
も
で
き
ま
す
。

　
　

一
方
で
、
比
例
代
表
制
は
ま
ず

政
党
を
選
ぶ
選
挙
で
あ
り
、
個
人

票
は
政
党
内
に
お
け
る
順
位
決
定

の
意
味
合
い
し
か
な
く
、
政
党
外

の
他
の
候
補
者
と
の
個
人
票
の
得

票
を
比
較
す
る
こ
と
は
意
味
を
な

さ
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

〈選挙区と定数〉
改選数 選挙区数 選挙区
5 人 1選挙区 東京都
4人 2選挙区 大阪府・神奈川県
3人 3選挙区 埼玉県・千葉県・愛知県

2人 10選挙区 北海道・宮城県・茨城県・新潟県・長野県
静岡県・京都府・兵庫県・広島県・福岡県

1人 31選挙区

青森県・岩手県・秋田県・山形県・福島県・栃
木県・群馬県・山梨県・富山県・石川県・福井
県・岐阜県・三重県・滋賀県・奈良県・和歌山
県・鳥取県・島根県・岡山県・山口県・徳島県・
香川県・愛媛県・高知県・佐賀県・長崎県・熊
本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県

〈非拘束名簿式での当選決定プロセス〉

政党名簿の中で、個人名で
多く得票した順に当選が決定

政党の獲得議席数決定

政党の獲得票決定

政党名が書かれた票
政党の比例代表名簿
に載っている個人名
が書かれた票
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　ビールがおいしい季節ですね！お酒に飲
まれないように様々な自衛策を取っておら
れると思いますが、二日酔い予防の代表格
のウコンについて調べてみました。
　ウコンには、五臓六腑の機能を高める効
能が期待できると言われていますが、ウコ
ンの種類によってその効能が異なります。
代表的なウコンの種類には、春ウコン・秋
ウコン・紫ウコンがあります。
　ウコンの主成分は、ポリフェノール類（ク
ルクミン）と精油成分（エッセンシャルオ
イル）などですが、ウコンの種類により含
有比率が異なり、その効能の違いにもなっ
ています。
　まず、二日酔い予防の効能が高いと言わ
れているのは秋ウコンです。秋ウコンは８
月から９月にかけて花を咲かせる植物で、
独特の香りがあり、春ウコンと比較して苦

味が少ないため、主に食用として用いられ
ています。カレーの香辛料やたくあんなど
の色素として使用されています。
　秋ウコンの効能は、肝機能強化・消化促
進・血液循環作用などと言われており、肝
臓機能を強化する作用がウコンのなかでも
大変高くなっていますので、二日酔いの予
防として利用されています。
　春ウコンは４月から５月にかけて花が咲
く植物で、辛味と苦味が強いため食用には
不向きです。秋ウコンに比べてクルクミン
の量は少ないですが、100種類以上の精油
成分が豊富に含まれ、カルシウム・カリウ
ム・鉄・マグネシウム・リンなどのミネラ
ルも豊富なため、主に健康食品として利用
されています。
　紫ウコンは初夏に花を咲かせる植物で、
別名ガジュツとも呼ばれています。苦味が
非常に強いため、食用として用いられるこ
とはほとんどありませんが、健胃・抗潰瘍
作用が期待され、漢方では胃潰瘍の予防に
良いとされています。

　“書き出しだけで本を選んでみませんか”
紀伊国屋書店新宿本店で昨年の夏に開催さ
れたユニークなフェア「ほんのまくら」が
驚異的な売り上げを記録しました。本が売
れないと言われる時代に、ネット上で“本
の闇鍋”と話題になり、目標の約25倍の
売上があり、まだまだ読書の魅力が失われ
ていないことを証明しました。
　この“本の闇鍋”という企画は、敢えて
情報を抑えることで好奇心をかき立て「選
ぶ楽しみ」という付加価値を本に与えたの
ではないでしょうか。
　このように、既存の商品でもアイデアひ
とつで付加価値が高くなり、新たな購買層・
利用者を生み出すことができます。今ある
商品の見せ方や使い方、サービスを工夫し
て、商品そのものだけでなく、付加価値も
一緒に売ることが売り上げアップにつなが
るのではないでしょうか。

　
印
紙
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
以
降
に
作

成
さ
れ
る
「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の

受
取
書
」
に
つ
い
て
、
記
載
さ
れ
た

受
取
金
額
が
五
万
円
未
満
の
も
の
は

非
課
税
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
（
現
在
は
三
万
円
未
満
）。

　「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」

と
は
、
金
銭
又
は
有
価
証
券
を
受
領

し
た
者
が
、
そ
の
受
領
事
実
を
証
明

す
る
た
め
に
作
成
し
、
相
手
方
に
交

付
す
る
証
拠
証
書
を
い
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、領
収
証
、領
収
書
、

受
取
書
や
レ
シ
ー
ト
に
限
ら
ず
、
金

銭
又
は
有
価
証
券
の
受
領
事
実
を
証

明
す
る
た
め
に
請
求
書
や
納
品
書
な

ど
に
「
代
済
」、「
相
済
」、「
了
」
な

ど
と
記
入
し
た
も
の
、「
お
買
上
票
」

な
ど
と
称
す
る
も
の
で
、
金
銭
又
は

有
価
証
券
の
受
領
事
実
を
証
明
す
る

た
め
に
作
成
す
る
も
の
も
該
当
し
ま

す
。

〜健康食品として
　　　　　注目のウコン〜

本の闇鍋
「
領
収
証
」
等
に
係
る
印
紙
税
の
非
課
税
範
囲
拡
大


